
概　　　　　　要

（1）教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

修士（公共政策学）

職名

（4）その他教育活動上特記すべき事項

（2）作成した教科書・教材・参考書

氏名

柳田　紀代子

学位

（3）教育方法・教育実践に関する発表、講演等

教育実践上の主な業績

ア.熊本県との連携協力により「くまモン」について学ぶ
「地域マネジメント研修Ⅰ･Ⅱ」を始めとし、地方自治体
や民間企業、各種団体等と協働したプログラムを実施
している。フィールドワークを通じて、観光や地域づくり
に必要な基礎を学べるよう工夫をしている。

イ.全科目について、毎回の授業で理解しやすいようパ
ワーポイントで授業を実施している。また、理解が進む
よう、適宜、動画視聴を行った上でグループディスカッ
ションを行い、考えることを重視したアクティブラーニン
グを実施している。

ウ.行政現場（熊本県庁）や観光施設（ホテル）での実務
経験に基づき、観光や地域づくりの実例や熊本県の取
組みなどについて解説し、具体的な政策を学び現場感
覚を身につけられるよう工夫をしている。

エ.全科目において、毎回Googleクラスルームでコメント
票を提出させ、学生の理解度を把握し、次回の授業資
料に反映している。授業の際の疑問点・質問に対し、次
の授業まで待たずに解決することができる。また、次の
授業で受講者全員にフィードバックし、全員の理解のレ
ベルアップに活用している。

オ.「地域コミュニティ創造論演習Ⅰ・Ⅱ」「地域マネジメン
ト研修Ⅰ・Ⅱ」「課題探求プロジェクト演習Ⅱ」といった演
習型の科目では、課題解決型学習（Project Based
Learning）により、課題を抱える地域や拠点施設をフィー
ルドにプロジェクトのテーマを設定し、提案までを行い、
プロセス重視の実践的な授業を実施している。

・毎回の授業で理解しやすいようパワーポイントでレ
ジュメを作成し、配布している。

所属

年 月 日

「くまモン学」の経緯・概要を説明

「くまモン学」の研究成果を説明

「くまモン学」の研究成果を説明

観光と歴史、今後の展望の研究成果を説明

「くまモン学」の研究成果を説明

「くまモン学」の研究成果を説明

「くまモン学」の研究成果を説明

Ⅰ　教育活動

教育研究業績書

現代文化学部現代コミュニ
ケーション学科

・授業資料 2020年9月～

ア.地方自治体や企業との連携協力によるフィー
ルドワークの実施

イ.理解しやすいレジュメの作成とアクティブラーニ
ングを重視した授業

ウ.実務経験を元にした現場感覚を身につける授
業

エ.Googleクラスルームを活用した授業のサポート

オ.課題解決型学習（Project Based Learning）の教
育手法を取り入れた授業の実施

2020年9月～

2020年9月～

2020年9月～

2021年9月～

2022年4月～

熊本県立大学「新熊本学」での講演

熊本県立大学「新熊本学」での講演

尚絅生涯学習講座「くまモンのブランド戦略」での
講演

令和5年（2023年度）くまもと県民カレッジ主催講座
「旅の”これまで”と”これから”～人生における旅
とは～」

熊本県立大学「新熊本学」での講演

キャンパスパレア「くまモンのブランド戦略」

流通科学大学（神戸市）におけるオープンキャン
パス特別授業「くまモン学とは」

2021年6月

2022年6月

2022年10月

2023年7月

2023年5月

2023年8月

2023年8月

教授



（著書）

（論文）

熊本大学政策研究Vol.12010年3月

山間地の集落機能維持
システム構築のための
政策研究

日本公共政策学会2011年
度研究大会予稿集

Ⅱ　研究活動

145ｰ163

編者・著者名
（共著の場合のみ記入）

自治体キャラクターの持
続可能性について～熊
本県ＰＲキャラクターくま
モンを事例に～

研究代表者：山中進（熊
本学園大学教授、熊本
大学名誉教授）他14名

129ｰ138

地域における「新しい公
共」と協働型ガバナンス

(ｱ)全国フットパスサミットin美里においてパネリス
トとして登壇

(ｲ)フランスジャパンエキスポにおける講演

(ｳ)九州地区高等学校教育振興会総会における
記念講演

(ｴ)東京都ものづくり・匠の技の祭典2016における
記念講演

(ｵ)熊本県立大学総合管理学部講義

(ｶ)熊本県生涯学習推進センター　くまもと県民カ
レッジ経済コースの講義

(ｷ)日本設備設計事務所協会九州・山口ブロック
熊本大会での講演

(ｸ)パリ熊本県人会での講演

(ｹ)日本航空九州ブロック支店長会議における講
演

(ｺ)台湾台北国際勤漫節における記念講演

(ｻ)清香会代議員会における記念講話

発行または発表
の

年月
該当頁数

発行所、発表雑誌
（及び巻、号数）等の名称

著書・論文等の名称
単著・共著

の別

2013年10月

2016年6月

2016年6月

2016年8月

2016年8月

2016年10月

2016年11月

2016年11月

2016年12月

2017年2月

2017年3月

一人ひとりが主役のむら
づくり～お互いさまのむ
らづくりを目指して

フットパスについて、地域活性化策及び女性の視点か
らの魅力について語る

地震後の熊本の状況とくまモンの活動について講演

くまモンのプロモーション戦略について講演

熊本県のブランド戦略について講演

くまモンのプロモーション戦略について講義

”あれ”が与えた影響は～特色を活かした熊本の経済
効果～　くまモンのもたらした経済効果について講義

くまモンのプロモーション戦略について講演

熊本地震からの復旧・復興について講演

くまモンのプロモーション戦略についての講演

くまモンのメディア戦略について講演

くまモンの秘密について講話

寺本伸子氏他2名

共著

共著

尚絅大学研究紀要

2010年3月

単著

熊本大学政創研叢書７

2023年3月

単著 2011年6月



2022年8月～現在 流水型ダムに係る環境影響評価委員会委員

2023年8月 2023年度熊本県民カレッ
ジキャンパスパレアとして
講義

2020年8月～現在 環境影響評価委員会委員及び環境配慮専門委員

自治体キャラクターの公
共政策的価値について

単著 2022年9月 2022年度 日本地域政策
学会九州沖縄支部総会・
支部交流会で研究報告

2021年6月～2023年6月 一般社団法人熊本県庁友会理事

2020年10月～現在 日本公共政策学会会員

2020年10月～現在 日本観光研究学会会員

くまモンのブランド戦略 講義

2021年10月～現在 一般財団法人くまもとSDGs推進財団審査員

2020年10月～現在 日本地域政策学会会員

2020年5月～現在 公益財団法人ほしのわ選考委員

Ⅲ　学会等及び社会における主な活動

2023年4月～現在 大学コンソーシアムくまもと地域創造部会　部会長

単著 2020年8月 熊本大学大学院「地方自
治研究会」で発表

2023年度 熊本県民カレッ
ジ主催講座で講義

（その他）

旅のこれまでとこれから
～人生における旅とは
～

講義

単著 2022年6月 日本地域政策学会第21回
全国研究【宮城】大会で個
別報告

2023年5月

単著 2022年3月 令和3年度熊本県による
受託研究の成果物として
報告書を熊本県に提出

熊本県立大学における
「新熊本学」の中で講義

「くまモン」をフックとした
熊本県のブランド戦略

単著 2018年10月 熊本大学大学院「地方自
治研究会」で発表

くまモンの公共政策的価
値について～共有空間
の拡大を量的・質的両面
から明らかにする～

新型コロナ影響下におけ
る観光振興のあり方

くまモンアーカイブ研究
分析報告書～くまモンの
公共政策的価値につい
て

くまモンのブランド戦略 講義 2022年10月 2022年度 尚絅生涯学習
講座で講義

新熊本学「幸運の女神
の前髪を掴め」～くまモ
ン学を紹介

講義 2021年7月
2022年6月
2023年7月

「くまモン学とファンブッ
ク」

講義 2023年7月 2023年度尚絅大学オープ
ンキャンパス企画「くまモ
ン学イベント」の中で講義

「くまモン学」とは何か 講義 2023年8月 2023年度流通科学大学
（神戸市）オープンキャン
パス企画特別授業「くまモ
ン学」の中で講義

くまモンのブランド戦略 講義 2023年9月 2023年度慈済大学（台湾
花蓮市）協定校研修派遣
事業の「交流事業」の中で
講義


